
学会議襲袋 主悲喜

学会韓議

会長道義多数

(7 }'I16波-ll)季初尽}

本学会裏手滋霊薬会議送毒事

本会芸書?長湾総会iこ先立って， さきEI午後5善寺よち語i努まで， 泌さ鈴Jふとまさいで本会議平議議長変

重量発足後義差額の会合金2参議後されたa

滋票意護霊:泳j 務違護霊童一主義子宗家鈴{翼連~~). 務総菱重量主(s華奈J.広瀬主主ヨ襲{近畿L鐙務委設玉手
陣説間関).議室JII絞殺{九州ん 話盗事字選事総ーがまま緩襲撃，書受道義信をj設，子持緩談後{護支線路・ 1線

美容;r;潟)。

タて!幾重苦:鈴迎撃寝付私語華道襲1. 主主ド控室一変~ (~~課事選護). 狩i選奨{事選皇室1.議員司王総9J七夕怨).(;) 

事害総議議長造6

建議後には街路喜子意義主義の主主遂によち綴JIi議建設E誌が義筆名されたe 議義援は幾重震災告若きの中器

禁寺がよ1:lJl普. ~震に 2 q;;"コ欠総評議長誌の委主筆を1訴えて，総務議議半数なしめるので，言手議長立会。

成立を緩め， ì~認の喜義露震につき滋F主役緩めたひ
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~J 引

1. 有E:芯「泌9tUの販売附杭 '，'AlI羽内ー トイ11IIItの販売価俗を 150円とする(送料

は従来通り学会負担) Iロ);新入会日が湖jって雑誌を脱入する場合は会'o'並とする。ω111外

ー各巻2ドルとするの

2. ('1:所不IYj会LW処罰 ・111き得る|以り会以相花にiI!絡 ・調査しそれでも ボIYjの際は

その処訟を幹事会に--I[する(例えば除名 も1上心世m沿い)。
3. 推n~評議只について : 会長に指名及ぴその時期を ー任する. sfIら改めて総会の承

認を裂しないこ と。 (氾録 ・JH橋将司J)

本学会第7回 総会記事

本会館・7回総会は，日本植物学会第241tll大会館2日自の去る 9月5円午後 61時より

約3時IllJrt:.J，J，り 東北大学川内分校に於いて閲似されに。 山jJif会只は40:?i下記のJ順序で会

合が行はれた。

1. 開会の昨 :中村幹事から lゴ下111閉会長は第9四i同際組物学会議にfl¥Nil;及びワシぷ

トン大学へ紛議のゐカナ々 ・アメリカ にI-/jTI，民不在ではあるが，本会を進めて行主!広い旨の

挨診があった。

2. ~足長選 I H ・il'1 削lにより地元会HII Iから 11'沢口午氏が選出された。

3. IfLts-会計緩告 .:.'主 に本法第7巻領1号I亡同封した昭和33年度#H与に基づき

舟橋幹事が担H与しjfo;認を1ijt.こ。 {Ilし7巻 1号の送料 (2.800p~) のみは会計年度lこ研究の余

地ありとして保罰した。

昭和 34;r=' 4 月以降の 1:):1間報告として.さきに全会口に求めた 本会評議n選挙のmE~誌

の結決当選された方の氏名を発表 した(本誌第7巻第 28'70頁を参!問。 叉抗(~ mbJ干;五日に

ついては会長に指名ぷ3・ξのl時期をー{t:することをIII-A-はせたロ 叉 日月 5同耳HEの会u主主
は321千1であることが切 らかにされた。

4. 会長選挙 従米同様に投票を以って新会H:を選出することとし選挙立会人として，

狛!J!f俊平 -瀬川;;-fi!1:. [I[;~禿コた ので宅氏が丹干名 古れた。 出席者会貝投裂 し ， 日目 :尽の結果 11 1m 

同本秘匁i守会会i!ti7回総会 ・都港』会の様子(於東北大学j
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幸男前会長が多数票をるって新会長に当選した.

5. 雑誌「藻類」の販売価格:従来暫定的に1冊130円であったが，爾今1冊の販売

価格を 150円とする(但し送料は学会負担)ことに決定した。国外販売価格は各巻2ドル

とすることに決った。

6. 其の他:会員の要望事項として次の点が挙げられた。げ)雑誌「泌類」の総目録を

つくってはどうか。 iロl藻類関係論文別.wuを当学会宛寄附することの再確認。 lベ雑誌を綴じ

るflパーが欲しい等活滋な意見があったが7時30分総会を打ち切り， 引き続き懇製会に

移った。

7. 懇親会;黒木主主肉氏・小野寺弘氏・中沢信午氏の地元会員の格別の御配慮とお努

力により仙台名物の笹かまぼこ，ナマコの酢の色の等の:/'7<:にピールをのみ乍ら，自己

紹介，果ては珍問奇答極めてf[lゃな家族的雰囲気の中に美しい森の都仙台市の更けゆく秋

の夜長を過した。ワ ニの鍍詰のお土産を全員頂織して 9時すぎ散会した。

この会合の為種々と配慮を下された組物学会大会々長木村有香氏を始め同準備委員会

の各{立に感謝し叉多大の御原志をいただいた鮎川・塩釜・宮戸・気仙洞湾関係各漁業協同

組合に感謝致します。叉当日会の様子を好意的に銀影お寄胸下された東北大学写真部の武

内氏にお礼を申し上 げる。(舟橋記)

本学会所援の雑誌及び論文別刷目録

(1958. 10. 31-1959. 11. 30閥に受領しれもの)

雑誌

Botanical Journal (U. S. S. R.) Vol. 43， No・11-12(1958)， Vol. 44， No. 1-7 (1959). 
海洋与湖沼 中国海洋湖沼学会第1巻第1期ー第3期 (1958)， 第2巻第1期 (1959).

日本菌類学会々報 Vol. 1， No. 10 (1959)， Vol. rr， No. 1 (1959). 
様浜市立大学紀要 No.98 Ser.-C. 27， No. 98. 
内海区水産研究所報告 第12号 (1959).

論文別刷

KOSTER， J. TH.: Some Finds of Cyanophyceae in Denmark ; Bot. Tidsskrift， bd. 

54， hft. 2. 

一一一一ー Cyanophyceaefrom Fish.Ponds in W聞かJava;Blumea Vol. VIII. No.2， 

1957. 

NAKAZAWA， S.: Developmental Mechanics of Fucacω凶 AlgaeVI. 

A unified theory on the polarity determination in Coccophora， Fucus， and 

Sarga箆umeggs; Sci. Rep. of the Tohoku Univ. Vol. XXIII， Nos. 3-4， 1957. 

ー一一一一:Developmental Mechaniωof FUC8ceous Algae VIII. Blister Formation 

in Some Fucoid Eggs; Bot. Mag.， Tokyo， Vol. 71， No. 835， 1958. 

一一一一一:Developmental Mechanics of Fucaceous Algae IX. Fates of the Ab-
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normally Cloven Coccophora Eggs; Bot. Mag.， Tokyo， Vol. 71， No. 836， 1958. 

一一一一一 DevelopmentalMechョnicsof Fucaceous Algae X. Stl'ucture of the 

Mucilage Su1'rounding Coccophora Eggs ; Bot. Mag.， Tokyo， Vol. 71， Nos. 841-

842， 1958. 

一一一一一 :Developmental Mechanics of Fucaceous Algae XI. Liberation of Small 

Bodies in Coccophol'a Eggs; Bot. Mag.， Tokyo， Vol. 71， No. 844， 1958. 

ー一一一一一 ThePredctermined Polarity in Porphyra Monospores Shed from Con-

巴hocelis-thalli; Bot. Mag.， Tokyo. Vol. 71， No. 838， 1958. 

一一一 :TTC Reduction and Neutral Red Demixing in Polysiphonia Cells; PI'O-

toplasma， Band L. 1958， Heft 2. 

一一一一 Pl'otoplasmicPolal'ity as a Groundwork fo1' GenIl! Actions; Proto-

plasma， Band L， 1958， Hefも2.

SUEMATU. S.・Noteson Cephaleut.os and Phycopeltis， Parasitic and Epiphytic 

Aerial-Algae V-VI. Somatic cell division and Pit st1'ucture;和歌山大学学去

部紀要(自然科学)第9号，1959. 

MATSUURA， S.・Observationson the Annual Growth Cycle of Ma1'ine Algae on 

a Reef at Manadzul'U on the Paci自cCoast of Japan ;βot. Mag.， T可okyo，Vol. 

71， No. 837， 1958. 

ìll村 ・ 三ぷ . 特殊形!m.をねーする H~誕矧の tl例 (I)，慣れ ~I:I物趣味， 節 目 巻， 釘 3 '8' ， m4 

Jj-. 1958. 

i 1¥村孝'1'.::GoniOlheciuill (Ui誕生百の一郎名)につ U 、τt，町浜大学論;白筋 10 ~任 ~2 号，

1958. 

小LT 議 .マングロープに関するMit:um;俄iヌ大i論波哲HO巻 1IJ， 1958. 
114会図世EEI:逐次刊行物回線 l昭和 32年版，納本週報別I!fJ. 

都民同物会，(松irfi.iI日Bl:，，;)1斗のfu'i物動物 i小問l京市郷上文化fiij1959. 

件i1.t正俊 .山陰諸'i'.f湾及び在住湾の説i泌m主主 ActaPhytotax. Geobot. Vol. xvn， No. 
R. 1958. 

一一一一 ・鹿児srri附近の海側必 ;日本生態学会誌 Vol.9. No 1. 1959. 

一一一一一 土佐湾沿j詰の if~ì制時泌学的研先 ; 医学と正物学， 銘 S2 巻第 4 ~ ， 1113 34 q:. 
山形県百円!海の海秘l時主主， 民学台生物学，節 目2k皇錆6号.I問:'14年

一一一一一 i;;; /JI 尚治ji』の海泌J伴泌 i日本生態学会誌，Vol. 9. No. 4. 1959. 

- 36-




